
（１）学校不適応とは
子どもが学校という物理的環境、社会的環境あるいは自分自身の精神内
界に対して、適合する行動を十分にとれず、本人または学校にとって何ら
かの不利益を招いている状態

（２）学校不適応の予防と対応
まずは不適応状態に陥らせないような未然予防が重要
・適応を促すための活動を行う
・気になる様子を早く把握し、全体や個別に働きかける

本人が安心できる学校内外の場を利用し、支援していく必要がある
「学校内」

相談室、保健室、特別支援教室などの特別な教室などを必要
によって活用

「学校外」
教育相談所、児童相談所、教育支援センター（適応指導教室）

民間や大学附属の心理相談室、フリースクールなどの活用

●学校不適応への対応

（松尾 直博）

多角的な視点からの支援が求められることが多い


